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安⼼・安全・⾼品質な
住宅・ビルの提供
お客様との
コミュニケーション

環境マネジメント
環境負荷の少ない住宅・
ビルの提供
建設・解体時の環境配慮
環境関連データ

多様性の尊重と
共創⼒の強化
働きやすい職場づくり

法令順守の徹底

東⽇本⼤震災復興⽀援
事業を通じた社会貢献
地域社会への貢献

コーポレート・
ガバナンス
リスクマネジメント

CSR活動報告
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トップコミットメント

「⽇本の住宅難解決のため、⼀⼤ニュータウンの建設に全⼒を投ずること、これこそ社会に報ゆる最善の道」――この
精神は、野村不動産の設⽴趣意書にも記された、当社グループの原点です。1957年の会社設⽴から50年以上の永きにわ
たり、この精神を受け継ぎながら、私たちは、⼈々がいきいきと暮らし、集う、⾃然環境と調和した豊かな街を創り、
育むことを通じて、社会に貢献し続けてまいりました。

街や住宅などにかかわるお客さまや社会のニーズは、今、⼤きく変化しています。少⼦⾼齢化をはじめとする⼈⼝構造
の変化やエネルギー問題の深刻化、社会に安⼼・安全で良質な不動産をストックしていくことの重要性、そして⼈と
⼈、地域社会とのつながりの⼤切さなど、私たちが対処すべき課題は、その範囲も規模も、50年前とは⽐べ物にならな
いほど⼤きくなっているのです。

これらの変化の本質を⾒据え、培ってきたデベロッパーとしての独⾃のノウハウと経験、そして私たちの持ち得る全て
の経営資源を総動員して、課題の解決に取り組むこと。さらに、⼈材を育成し、その多様さや個々の価値観を活かした
組織の⼒をもって、これらの課題に⽴ち向かうこと。それこそが、複雑化し、多様化する事業環境の変遷を的確に捉
え、社会に貢献しつつ持続的成⻑を遂げる道であると、私は確信しております。

「あしたを、つなぐ」。私たち野村不動産グループは、この企業理念を胸に、世の中の変化を踏まえ、⼀歩先を⾏く新
たな価値を提供することで、⼈や街とともに豊かな「あした」を実現するための挑戦を続けてまいります。
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当社グループは、⼈々の⽣活の基盤となる不動産に携わる企業グループとし
て、お客さまやその街・地域と共に社会課題に向き合い、商品・サービスを通
じて、持続可能で豊かな社会を実現していくことが、社会的責任であると認識
しています。
そのために4つの重点テーマを定め、CSR経営を推進しています。なかでも最
重要テーマとして掲げているのが「品質・サービスの向上」です。これまでに
も、東⽇本⼤震災を機に社会からの要請が⼀層⾼まった安⼼・安全対策やBCP

対応、それらの基盤となるコミュニティの育成⽀援などに取り組んできまし
た。
また、「品質・サービスの向上」を⽀えるテーマとして、「環境に配慮した取
り組み」「⼈材の育成」「コンプライアンスの徹底」を掲げています。環境配
慮は、不動産の資産価値向上のためにも⽋かせない要件となってきており、ス
マートマンションの開発・提供などに取り組んでいます。⼈材育成について
は、多様な社員の視点・価値観を事業に⽣かしていくために、ダイバーシティ
マネジメントに注⼒しています。コンプライアンスについては、すべての事業
活動の基盤と位置付け、体制強化に継続的に取り組んでいます。
2014年度は、社外取締役をCSR委員会のメンバーに加えるなど、体制も新たに
CSR経営を⼀層強化します。そして今後も、ステークホルダーの皆さまの期待
と信頼にお応えするために、さらなる企業価値向上に努めていきます。

執⾏役員 CSR担当
吉⽥ 祐康

CSR重点テーマ
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「お客さま第⼀の精神」に基づき、お客さまの声や社会の
ニーズを反映した安⼼・安全・⾼品質な商品・サービスの
提供と新しい社会価値の創造に取り組んでいます。

「野村不動産グループ環境理念」に基づき、先進技術の導
⼊と⾃然の⼒を活⽤した環境負荷の低減、およびコミュニ
ティ形成を通じた環境意識啓発を基軸とした持続可能な社
会の実現に取り組んでいます。

ステークホルダーからの信頼を得、当社グループが持続的
に成⻑していくために、社員が互いの多様な意⾒や価値
観、働き⽅を認め、最⼤限能⼒を発揮できるよう、ダイ
バーシティ経営を強化しています。

当社グループが社会的責任を果たす第⼀歩は、役職員⼀⼈
ひとりが、法令・ルールの遵守はもちろんのこと、⾼い倫
理観を持って⾏動することであると考え、コンプライアン
スの徹底に取り組んでいます。
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特集1

野村不動産では、スマートマンションの実現と普及に向けて、環境技術や情報技術を導⼊するだけでなく、居住者が
⽇々の暮らしの中で「無理なく節電・省エネ」できるよう、新しいサービスの開発に注⼒しています。その⼀環とし
て、分譲マンション「プラウド船橋」（千葉県船橋市／野村不動産・三菱商事共同事業）において、居住者とともに、
エネルギーマネジメントサービス「 」の効果を検証する⼤規模な省エネ実証を実施しまし
た。

「ふなばし森のシティ スマートシェア・タウン」構想

「プラウド船橋」は、住宅、商業、医療、保育などの施設で構成される複合開発プロジェクト「ふなばし森のシ
ティ」に位置しています。ここでは、居住者同⼠の絆やつながりを重視した「スマートシェア・タウン構想」の
下、居住者が積極的に参加できる住⺠主体の省エネ活動が進められています。
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お客さまが無理なく節電・省エネを続けられるような
サービス・仕組みを提案していきたいです。

野村不動産株式会社
住宅事業本部 商品開発部 課⻑
⽯⽥ 恭⼦

「プラウド船橋」で、⼤規模マンションにおける
⽇本最⼤級※の省エネ実証を実施
※ 同等住⼾性能を有した集合住⼾群での省エネルギー実証として⽇本最⼤級（2年間で約500⼾）

2013年8⽉〜11⽉、「プラウド船橋」⼀街区・⼆街区の233世帯の協⼒を得て、料⾦体系の違いや節電情報提
供の有無が⼈々の⾏動や意識にどのように影響し、その結果省エネ効果がどのように変化するかについて、検
証を⾏いました。2014年も、⼀街区・⼆街区の協⼒世帯に加えて三街区・五街区約260世帯（計約500世帯）
の協⼒をいただき、同様の調査を継続実施しています。

実証の背景・⽬的と意義を教えてください。

東⽇本⼤震災の発⽣以降、冷暖房機器などの稼働が増える夏期・冬期を中⼼に、電⼒不⾜が懸念される状況が
続いています。また、節電・省エネが社会全体のテーマとなるなか、お客さまの意識や⾏動も変化してきてい
ます。

こうしたなか、野村不動産では、2012年に独⾃のマンション向けエネルギーマネジメントサービス
「enecoQ（エネコック）」を開発して、スマートマンションの普及に取り組んでいます。この「エネコッ
ク」を導⼊しているマンションは、2014年7⽉時点でご契約ベースで約5,000⼾にまで拡⼤していますが、よ
り多くのお客さまに当サービスをご利⽤いただくためには、節電・省エネの具体的な効果をわかりやすく紹介
することが必要だと考えています。そこで、「エネコック」を導⼊している物件の中で最⼤級のマンションで
ある「プラウド船橋」にお住まいのお客さまのご協⼒を得て、2013年度より⼤規模な実証を実施しました。

「エネコック」の特⻑について教えてください。

「 エネコック」は、マンション全体でまとめて購⼊した電⼒と、太陽光など⾃然エネルギーを活⽤して発
電した電⼒とを、最先端のICT（情報通信技術）を使って効率的に管理し、節電・省エネを実現するサービス
です。

その最⼤の特⻑は、30分単位の電⼒使⽤量に応じて単価を設定した「スマートプラン」という料⾦体系にあり
ます。また、専⽤ホームページやHEMS※で電⼒使⽤量を「⾒える化」していることも特⻑の⼀つです。電⼒
使⽤量を確認しながら電気料⾦が割安な時間帯に家電製品や情報機器を使っていただくことで、電気料⾦の節
約、さらにはエネルギー使⽤量の削減につながります。⽣活の質を変えることなく、“無理のない節電・省エ
ネ”をサポートしたいとの思いから開発したのが「エネコック」ですが、「本当に無理のないサービスとして
ご利⽤いただけているか」を確認することも、実証を実施した狙いの⼀つでした。

※HEMS：Home Energy Management System。ICTを活⽤し、住宅のエネルギー管理を⾏うシステムのこと
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どのような⽅法で実証をしたのでしょうか。

実証には、「プラウド船橋」の⼀街区と⼆街区合わせて233世帯のお客さまに参加していただきました。ご参
加いただいた世帯を「料⾦体系の違い」と「省エネに役⽴つ情報提供の有無」によってA〜Dの4つのグループ
に分け、主に【1】「スマートプラン」による省エネ効果とピークカット※1効果、【2】各住⼾に送付する
「省エネアドバイスレポート」による効果——の2点を検証しました。省エネアドバイスレポートとは、各世
帯の電⼒消費傾向と省エネのポイントを記載したもので、期間中、5回にわたって各世帯に送付しました。

また、これらA〜D群とは別に、家電ごとの電⼒使⽤状況を判別できる「ディスアグリゲーション※2」という
新しい技術の導⼊に向けた検証も実施しました。

※1 ピークカット：夏期・平⽇の⽇中などの電⼒需要のピーク（頂点）を低減すること
※2 ディスアグリゲーション：電⼒の波形から家電製品の種類を⾃動的に識別して、製品⼀つ⼀つの電⼒使⽤量をより精緻に「⾒える
化」する技術
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実際には、どの程度の省エネ効果がありましたか？

まず、ピークカット効果は、D群（従来型料⾦体系／省エネアドバイスレポートなし）と⽐較すると、「ス
マートプラン」を導⼊したA群では6.6％、さらに「省エネアドバイスレポート」も提供したB群では11.1％の
低減効果がありました。また、ピーク時を含む全時間帯の電⼒使⽤量についても、A群では4.9％、B群では
6.9％の削減効果が得られました。

今回の結果は、私たちの予想以上にポジティブなものでした。電⼒が多く使われる夏期においても⼤きな効果
がありましたので、今後「エネコック」を提案する際にも有効なデータになると考えています。

今後の展望を聞かせてください。

今後は、ディスアグリゲーション技術の導⼊に向けた実証もさらに進めていく計画です。ディスアグリゲー
ション技術は、電⼒の波形から家電製品の種類を⾃動的に識別して、製品⼀つ⼀つの電⼒使⽤量をより精緻に
「⾒える化」する技術です。技術が確⽴されれば、従来以上に効果的な省エネアドバイスが可能になると思い
ます。

先に述べたように私たちが⽬指しているのは、“無理のない節電・省エネ”であり、お客さまにそれを継続して
いただくことが重要だと考えています。⽣活の質を変えるのではなく、意識や⾏動を少し変えて、普段の暮ら
しの中で省エネを実践していただく——そのためにも、私たちは実証の結果などを積極的にフィードバックし
て、お客さまがそのメリットを実感していただけるサービスや仕組みをつくっていきたいと思います。そし
て、それこそが、野村不動産がお客さまと社会に対して提供すべき新しい価値だと考えています。
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「プラウド船橋」での省エネルギー実証は、実験計画もよく練られ、効果
がきちんと検証できており、家庭部⾨におけるデマンドレスポンスの効果
を検証した事例として国内外でも⼤変貴重なものと思います。

環境意識が⽐較的⾼い⽅々が⼊居されておられるのか、そもそもエネル
ギーの消費量⾃体が控えめになっている様⼦がうかがえます。また、住ま
う⽅々がさまざまなイベントに集うことで、トータルとして省エネにつな
がるというような、「マンションコミュニティを活性化し、楽しく環境に
優しい⽣活が実現する」というような取り組みも重要と思います。コミュ
ニティの活性化を通して、⻑続きする省エネが同時に実現する、その辺り
に取り組まれている点が素晴らしいと思います。

今後は、今回の実証から⾒えてくる知⾒を整理し、これを活⽤して、より
継続的な取り組みにつながっていくことを期待します。さらには、省エネ
ルギーやコミュニティ活性化も含めた「かしこく、快適な暮らし⽅」をプ
ラウドのブランド価値として提⽰することで、世の中に「かしこく、快適
な暮らし⽅」が広まっていくことを期待しています。

東京⼤学
⽣産技術研究所
エネルギー⼯学
連携研究センター
准教授
岩船 由美⼦ ⽒
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タイプの空間構成

①家族やゲストが集う広いリビング・
ダイニング

②家族が⼀緒に眠れる広いベッド
ルーム

③適度な距離感を維持しつつ互いの
存在を感じる居室

④使いやすいオープンな洗⾯脱⾐室
⑤暮らしやすさにつながるシンプル
な動線

⑥無駄なく使えるシンプルな空間形状

①⾞いす置き場
②廊下幅の調整
③開き⼾を引き⼾に変更
④建具幅の拡⼤
⑤空間の⼀体感
⑥システムキッチンの⾼さ
⑦システムキッチンの形状
⑧ＩＨクッキングヒーター
⑨キッチンの形状・広さ
⑩洗⾯化粧台の形状
⑪トイレの広さ

⑫便器の配置
⑬トイレの収納
⑭収納の形状・⼤きさ
⑮滑りにくい床材
⑯⼿すりの設置
⑰スイッチの形状や⾼さ
⑱インターホン連動点滅
ライト

⑲壁・扉の位置変更
⑳バスタブの配置
㉑⼱⽊（はばき）の素材
㉒配⾊への配慮

種の設計ポイント

特集2

野村不動産では、お客さまの多様なニーズに応えるためのサービスとして、「オーダーメイドマンション事業」を2000

年より開始し、これまでに約200棟、3000⼾超の供給を⾏っています。
今回、明治⼤学理⼯学部の園⽥研究室との産学協同研究により、これまで携わった「オーダーメイド」の事例の中か
ら、⾼齢者や⾞いす利⽤者、視覚・聴覚障がい者に対応した事例を分析し、『バリアフリー&クオリティ オブ ライフ ガ
イドブック』を作成しました。

⾼齢者やハンディキャップをお持ちの⽅のための住宅を設計する上で⼤切なのは、ケアの必要な⽅だけでなく、それを
サポートするご家族にとっても居⼼地の良い空間にすることです。この視点を踏まえ、「6タイプの空間構成」と、ハン
ディキャップの状況に応じて選択される「22種の設計ポイント」を整理しました。

なお、当ガイドブックの内容は、ハンディキャップをお持ちの⽅とそのご家族のための住宅の設計に広く役⽴てていた
だくと同時に、超⾼齢社会における住まいや暮らしのあり⽅を再考するきっかけになることを願い、⼀般に公開してい
く予定です。
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私は⾼齢者やハンディキャップを持つ⽅の住宅の研究に携わっています。それに際し
て、こうした⽅々に何か特別なニーズがあり、特別なデザインが必要と考えるのでは
なく、あくまで住む⼈それぞれが持つ「個性」の⼀つであるという捉え⽅をしていま
す。
この社会には0歳から100歳以上の⽅がいて、家族形態もさまざまで、⽣活スタイルの
好みも異なります。たまたまその中に、介助が必要な⽅や障がいを持っている⽅もい
るということです。
ただ、⾼齢者やハンディキャップをお持ちの⽅は、より多くの時間を⾃宅で過ごし、
住まいが⽣活の中⼼です。ですから、単に段差がないとか⼿すりをつけるなどの⽬に
⾒えるバリアフリーだけでなく、光・⾳・熱・空気といった⽬にみえない環境条件も
重要です。また、これらの点にとても敏感です。
今回、野村不動産のオーダーメイド事例の検証・分析をすることによって、介助が必
要な⽅とそのご家族に、まさに「個性」としてどのような要望があるか、またそれに
デザインとしてきめ細かくどう応えるかをガイドブック的にまとめました。
住まいは、⼊居当初の⽣活だけでなく5年後10年後のライフスタイルや家族構成まで
構想しておく必要があります。また、単に室内での動きやすさや介助のしやすさと
いった機能的な問題解決だけでなく、楽しんで⽣活できることが第⼀です。またやす
らぎや癒しも求められます。
今後はこうした多様な「個性」に対する取り組みがさらに広がり、住宅だけでなく、
オフィス環境や公共スペースなどでも活⽤できることを期待しています。

明治⼤学
理⼯学部教授
園⽥ 眞理⼦⽒
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当社グループは、2012年5⽉より、茨城県筑波⼭麓において開
始した「かやぶきの⾥プロジェクト」で収穫した⽶の⼀部を、
福島の親⼦のための保養キャンプに寄贈しました。

この保養キャンプは、ボランティア団体「⺟ちゃんず」が、年
に3回、福島県在住の親⼦を神奈川県内の施設に招いて⾏うも
ので、短期間でも⾃然の中で遊び、安全な⾷事をすることに
よって、⼼⾝の健康を回復してもらうことを⽬的として⾏って
います。

なお、「かやぶきの⾥プロジェクト」は、筑波⼭麓グリーン・
ツーリズム推進協議会、地元NPO法⼈、つくば市、筑波⼤学と
野村不動産が⾏う産官⺠学共同プロジェクトで、「2013年度
グッドデザイン賞」三部⾨を受賞し、（①住宅・住宅設備 ②個
⼈によるNPO活動、コミュニティ活動、社会貢献活動 ③社会貢
献活動、国際貢献活動）、ベスト100に選出されました。過疎
化や少⼦⾼齢化が進む農村と都市⽣活者をつなぎ、⾥⼭⽂化の
継承や、都市部の⼦どもたちに環境教育を⾏うことなどを⽬的
としています。
今回のお⽶は、野村不動産の社員とその家族、分譲マンション
「プラウド」の居住者、PMO（プレミアム・ミッドサイズ・オ
フィス）のテナント企業が協⼒して収穫しました。

その他の「東⽇本⼤震災復興⽀援」

寄贈されたお⽶でつくったおにぎりを⾷べる親⼦

かやぶきの⾥

「⺟ちゃんず」は、幼児園「つちのこくらぶ」に通う⼦どもたちの保護者有志が⽴ち
上げたボランティア団体です。キャンプ開始時には熱を出したり、元気のなかった⼦
どもも、⾃然の中で思い切り遊ぶうちに、健康を回復していきます。頂いたお⽶は⼤
変おいしくて、⼦どもたちもたくさんおかわりをしていました。このように直接的に
も間接的にも、さまざまな⽅が関わってくれていることが、福島の⽅たちの励みに
なっています。

⺟ちゃんず 代表
⽵内 亜紀様

特集3
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顧客第⼀主義の下、お客さまの声を聞き、ニーズに応える
商品・サービスを提供していくことが、野村不動産グルー
プの事業の原点です。
⼈々のライフスタイルやワークスタイルが多様化する社会
において、当社グループが持続的な成⻑を続けるために
は、お客さまのニーズを反映した安⼼・安全・⾼品質な商
品・サービスを提供することはもちろんのこと、これから
の時代に求められる新しい価値を創造していくことが不可
⽋です。
そのために、マンションにおけるユニバーサルデザインや
コミュニティ育成⽀援、オフィスビルにおけるBCP（事業
継続計画）対応など、新しい取り組みにチャレンジしてい
ます。

品質向上の取り組み
アフターサービスの充実
防災の取り組み
コミュニティ創出に向けた取り組み
取引先とのコミュニケーション

お客さまの声の尊重と顧客満⾜度調査
お客さまへの情報発信
お客さま情報の保護

顧客第⼀主義に基づく品質・サービスの向上
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安⼼・安全・⾼品質な住宅・ビルの提供

品質向上の取り組み

「製（製造）・販（販売）・管（管理）」⼀貫体制

当社グループでは、「製・販・管」⼀貫体制により、⽤地取得、建築設計、販売から⼊居後の管理・アフターサービス
までを⼀貫して⾏っています。お客さまの声は各担当を通してフィードバックされ、安⼼・安全・⾼品質な商品・サー
ビスの開発へと活かされます。

プラウドスマートデザイン「〜 SMART & GROWING 〜」

野村不動産は、次世代マンションの環境ビジョンとしてプラウドスマートデザイン「〜 SMART & GROWING 〜」を策
定しました。「SMART」は、先進設備導⼊や⾃然との共⽣による環境負荷低減をテーマとするもので、「アクティブデ
ザイン」「パッシブデザイン」より構成されます。また、「GROWING」は、⽣活の安らぎとサステナビリティをテー
マとし、「コミュニティデザイン」や「セーフティデザイン」に取り組んでいます。

「プラウドクオリティ会議」の実施

野村不動産は、分譲マンションの品質向上を⽬的として、集合住宅事業に携わる建築担当者が⼀堂に会する「プラウド
クオリティ会議」を開催しています。同会議は1年に1回実施され、 「集合住宅設計基準」「集合住宅マニュアル」な
どの更新内容や商品企画の最新情報を共有・議論することで、技術の向上と標準化を図っています。
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野村不動産は、「プラウド」のデザイン性と品質の向上を⽬指し、前年度に竣
⼯した物件の中から優れた物件を表彰する社内コンテスト「デザインレ
ビュー」を開催しています。外部の建築家を審査員として招き、外観デザイ
ン、コミュニティ形成や環境問題への対応など、さまざまな視点から評価しま
す。建築担当の社員が互いにデザインや技術を切磋琢磨することで、顧客満⾜
の向上に努めています。

最優秀賞の「プラウド南⿇布」

野村不動産は、明治⼤学⼤学院 園⽥研究室との産学協同研究により「バリアフ
リー＆クオリティ オブ ライフガイドブック」を作成しました。当社が2000年
より開始したオーダーメイドマンション事業の事例の中から、⾼齢者や⾞いす
利⽤者、視覚・聴覚障がい者の⽅に対応したプランを検証し、設計上のポイン
トをまとめたものです。ケアの必要な⽅はもちろん、サポートするご家族に
とっても、快適な住空間であることに配慮しています。

詳細は 特集2をご覧ください。 ⾞いす利⽤者の⽅のための事例

「デザインレビュー」の開催

ユニバーサルデザインの推進

野村不動産は、さまざまな世代やライフスタイルの⽅が快適に毎⽇を過ごすことができるよう、設計上の配慮を⾏って
います。こうしたポイントを、『プラウドユニバーサルデザインガイドブック』としてまとめ、このガイドブックを指
針としたユニバーサルデザインを推進しています。

⾼齢者や障がい者の⽅に配慮したガイドブックを作成

ISOの取得促進

野村不動産パートナーズは、2012年4⽉、野村総合研究所データセンターに提供するサービスにおいて、ITサービスマネ
ジメントシステム（ITSMS）の国際規格である「ISO20000」の認証を取得しています。「ISO20000」は、ITサービス
を顧客に提供する時の管理プロセスを記述したITサービスマネジメント認証規格であり、ビルマネジメント業界として
は初の取得となります。

また、2014年3⽉末現在、18事業所において、「ISO9001」（品質マネジメントシステムの国際規格）を取得していま
す。

※ ISO14001およびISO50001については、 環境活動推進体制をご覧ください。
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「2013年度グッドデザイン賞」受賞

野村不動産は、財団法⼈⽇本デザイン振興会主催の「グッドデザイン賞」を12年連続で受賞しました。
「かやぶきの⾥プロジェクト」は三部⾨を受賞し、ベスト100に選出され、2013年度の受賞件数は6件8部⾨となりまし
た。

受賞内容

・プラウド経堂コートテラス
・プラウドシティ浦和
・プラウド船橋「みらSATO〜未来のふるさとを創ろうプロジェクト」
・シェアリング⽤電動⾃転⾞のバッテリーを活⽤したモバイル⾮常⽤電源
・森のシティ グリーンカーテンプロジェクト
・かやぶきの⾥プロジェクト

アフターサービスの充実

「全国カスタマー会議」の開催

野村不動産は、アフターサービスの充実を図るため、年に⼀度 「全国カスタマー会議」を実施し、本社ならびに各⽀
店のアフターサービス担当者が課題や新たな取り組みについて共有し、意⾒交換を⾏っています。

NEXT PASS 10（ネクスト パス テン）

野村不動産は、住まいの不具合や故障などに10 年間応える有償のプログラム「NEXT PASS 10」を開発しました。この
サービスは、「住設機器延⻑保証」「緊急&リペアサービス」「⻑期メンテナンスサポート」で構成され、業界で初とな
る専有部の新たなサービスとしてアフターサービスのさらなる充実を図っています。

野村不動産リロケーション

野村不動産は、2013年1⽉より「野村不動産リロケーション」を開始しました。このサービスは、⾸都圏で野村不動産が
分譲したマンションのオーナーが転勤などにより⻑期不在となる際に、留守宅を同社が直接借り上げ、賃貸住宅として
転貸し、オーナーに賃料を⽀払うサービスです。不在時のオーナーの不安を解消するとともに、売主である同社が直接
借り上げることで安⼼感を提供しています。

製品・サービスの不具合情報の共有

当社グループでは、製品・サービスに不具合が判明した場合の迅速かつ的確な対応を⽬的として、グループ各社に「お
問い合わせ窓⼝」を設置しています。これらの情報は、リスクマネジメント委員会に報告することなどにより、社内で
情報共有し、再発防⽌に努めています。

総合管理品質評価基準

野村不動産パートナーズは、総合管理品質の標準化と維持・向上を⽬的として、「総合管理品質評価基準」を制定して
います。「総合管理品質評価基準」は、400項⽬以上からなり、お客さまのニーズや法令対応、⾃主チェック、内部監査
などにより適宜改定されます。
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当社グループでは、中⼩規模企業のニーズに対応し、⼤規模ビルと同等の機能やデザイン
を備えたオフィスビル「PMO（プレミアム・ミッドサイズ・オフィス）」を開発していま
す。2013年4⽉、PMOシリーズに⼊居するテナントの防災やBCPに関するニーズに対応す
るため、「PMO⽇本橋室町」に防災拠点「N-FORT」を開設しました。⼤規模災害時に発
⽣すると想定される停電にも72時間対応できる⾮常⽤発電機や、2,000⼈分の⾮常⾷を設置
しています。

PMO⽇本橋室町

野村不動産と⽇本⼥⼦⼤学⼤学院は、産学協同研究により、「マンションコ
ミュニティのためのデザイン⼿法100」を開発し、「プラウド」の設計に採⽤
しています。多様な価値観を持つ居住者同⼠が、ストレスなく⾃主的にコミュ
ニティに参加できるよう、デザイン・設計上の配慮を⾏うものです。

プラウド船橋の中庭

防災の取り組み

防災コンセプト「サークルエイド」

「プラウド」では、「サークルエイド」を導⼊し、ハード⾯では耐震設計や防災倉庫の設置、ソフト⾯では『防災ガイ
ドブック』の配布や防災訓練⽀援など、災害時における居住者の「⾃助」（⾃分と家族の⼒で助かること）と「共助」
（近隣の居住者などによる救助）を⽀援しています。

マンションにおける防災対策

野村不動産パートナーズは、災害時に備えた防災対策として、マンション管理組合に対する防災訓練および震災対応マ
ニュアル策定の提案と実施のサポートを⾏っています。また、停電対策や地震対策の⼿引きとなるよう、『防災ガイド
ブック』を作成し、管理を受託する全ての管理組合の組合員へ無料で配布しています。

オフィスビルテナントのための防災拠点を設置

オフィスビル・商業施設における災害対策訓練

野村不動産パートナーズは、テナントや来訪者の安⼼・安全を確保する取り組みとして、防災訓練、震災および⽕災時
の防災マニュアル作成のサポート、管理員の普通救命講習などを実施しています。
また、各拠点と本社間において毎⽉の「災害時連絡訓練」および年に⼀度の「広域災害対策訓練」を実施し、被害状況
の把握・集計・伝達訓練や、無線機・テレビ会議システムを利⽤した体制の構築を⾏っています。

コミュニティ創出に向けた取り組み

マンションコミュニティのためのデザイン⼿法100
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当社グループでは、防災対応や環境保全などに配慮した持続可能な街づくりの
ためには、地域コミュニティの醸成が不可⽋と考え、各プロジェクトにおいて
コミュニティ育成⽀援を⾏っています。複合開発プロジェクト「ふなばし森の
シティ」では、居住者と当プロジェクトに関係する企業・団体などが協働し、
魅⼒的な街づくりに取り組むための⾃治組織として、「森のシティ街づくり協
議会」を設⽴しました。街づくりに関する課題の協議や、環境美化活動、防災
ワークショップなど、さまざまな取り組みを⾏っています。

「隣⼈祭り—100⼈でいただきます」

野村不動産は、⾼品質で安⼼・安全な住宅を供給することを⽬的として、「集
合住宅設計基準」「集合住宅マニュアル（構造・建築・設備）」「アフター
サービス基準」など、独⾃の設計・施⼯基準を施⼯会社および設計者に配布
し、定期的な説明会の開催などにより周知徹底を図っています。

「集合住宅設計基準」と「集合住宅マニュア
ル」

「森のシティ街づくり協議会」の取り組み

『マンション・コミュニティガイド』の発⾏

野村不動産パートナーズは、マンションにおける居住者のコミュニティ形成をサポートすることを⽬的として、『マン
ション・コミュニティガイド』を発⾏しています。防災訓練やクリスマスパーティなどのイベント情報、サークル活動
の企画から開催までのポイントなどを掲載しており、全ての管理受託物件の管理組合役員に配布しています。

取引先とのコミュニケーション

公正、透明な競争ならびに適正な取引に関する⽅針

当社グループでは、「野村不動産グループ倫理規程」において、「公正な競争、適正な取引の実施」「透明性の⾼い取
引の実施」など、取引先との公正な関係の維持について規定しています。また取引先を選定する際は、品質、価格、実
績、信頼度などを総合的かつ公正に判断しています。

「集合住宅設計基準」「集合住宅マニュアル」の説明会を開催

取引先との勉強会を開催

野村不動産パートナーズは、事故の再発防⽌や業務品質向上を⽬指し、定期的に協⼒会社との勉強会を開催していま
す。この勉強会では、事故やトラブルの報告や改善指⽰などの情報交換が⾏われ、2013年度は延べ53回開催しました。
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野村不動産は、既分譲マンションや⼾建居住者を対象とする会員組織「プラウ
ドオーナーズクラブ」を運営し、会員限定Webサイトを通して、住まいのお⼿
⼊れ情報や会員限定イベントの情報発信を⾏っています。こうした取り組みに
より、「プラウドオーナーズクラブ」でのコミュニティ創出に取り組んでいま
す。

「プラウドオーナーズクラブ」Webサイト

野村不動産パートナーズは、インテリアなど暮らしの情報をテーマとする「住まいるセミ
ナー」の実施や、マンションライフに役⽴つ情報を紹介する情報誌『住まいるON LINE』
の発⾏（ 年4 回）を通じて、管理マンションの居住者とのコミュニケーションを図ってい
ます。また、マンション管理組合の役員を対象とした「理事会アンケート」を定期的に⾏
い、お客さま満⾜度と業務品質の向上に取り組んでいます。

『住まいるON LINE』

お客さまとのコミュニケーション

お客さまの声の尊重と顧客満⾜度調査

「住み⼼地満⾜度調査」と「オーナーズ座談会」の実施

野村不動産は、既分譲マンション居住者を対象とする「住み⼼地満⾜度調査」および「オーナーズ座談会」を定期的に
実施し、お客さまの声を商品・サービスの品質向上および新商品やサービスの開発に活かしています。

マンション⼊居者の管理満⾜度調査5年連続1位

野村不動産パートナーズは、「住まいサーフィン」調べによる管理満⾜度調査で、5年連続顧客満⾜度1位を獲得しまし
た。

CSアンケートと顧客サービス向上

野村不動産アーバンネットは、「CSアンケート」を実施し、顧客満⾜度の向上に取り組んでいます。お客さまからのご
意⾒・ご要望は、イントラネットや、定期的に発⾏する「CS推進室便り」を通じて社内で共有し、社員は上司との振り
返り⾯談を⾏うことで、改善への取り組みを確実に実⾏できるよう取り組んでいます。

お客さまへの情報発信

「プラウドオーナーズクラブ」の運営

「住まいるセミナー」の実施および『住まいるON LINE』の発⾏
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野村不動産アーバンネットは、成約者を会員とするサークル「アネット」を運
営しています。Webサイト「unnet.jp」では、住まいに関する情報や、リ
フォーム・家具割引購⼊紹介などの各種サービスのほか、メールマガジンの配
信やイベントを通してお客さまとのコミュニケーションを図っています。

成約者専⽤サイト「unnet.jp」

既契約者サークル「アネット」を運営

お客さま情報の保護

お客さまの個⼈情報の保護

当社グループでは、「情報セキュリティ規程」「個⼈情報取扱規則」を定め、個⼈情報の取り扱い⽅法や管理責任者の
任命などに関するルールを明確化し、個⼈情報保護法ほか関係諸法令の順守と個⼈情報の適正な取り扱いを⾏っていま
す。

情報セキュリティ最⾼責任者は、「リスクマネジメント委員会」委員⻑が務め、「リスクマネジメント委員会」におい
て、情報の取り扱い・管理に関する審議するとともに、意思統⼀を図っています。

また、毎年7⽉には「リスクマネジメント委員会」の指⽰の下、「情報セキュリティ強化」をテーマとした社内啓発キャ
ンペーンを実施し、グループ各社において情報取扱ルール、システムの運⽤ルールなどを再確認しています。
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野村不動産グループは、「中⻑期経営計画（-2022.3）」
において、「持続的変⾰を通じ、⾼い価値を創出し続ける
（Creating Value through Change）」ことをスローガンに
掲げています。事業環境の変化やニーズの多様化にスピー
ディに対応し、常に新しい発想で価値ある商品・サービス
を創出し続けるためには、多様な社員が個々の能⼒を最⼤
限に発揮することが不可⽋だと考えています。こうした認
識の下、当社グループでは、社員⼀⼈⼀⼈が年齢・性別・
個性に関わらず、多様な視点や価値観を発信し、認め合う
社内⾵⼟を醸成すべく、ダイバーシティマネジメントの推
進および⼈材の育成に⼒を注いでいます。

ダイバーシティの推進
能⼒開発⽀援

健康管理の充実
⼈権の尊重
取引先の労働安全衛⽣

⼈材の育成
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当社グループは、社員が年齢・性別・個性に関わらず、個々の能⼒を最⼤限発
揮することができるようダイバーシティマネジメントを推進しています。

その⼀環として、野村不動産では、2013年6⽉、社⻑を委員⻑にさまざまな部
署・役職・性別の委員で構成される「ダイバーシティ推進委員会」を設置しま
した。ワークライフバランス、マネジメント⼒強化、中⻑期キャリア開発な
ど、幅広い検討を⾏っており、3年計画で具体的な施策に落とし込んでいく予
定です。 ダイバーシティ推進委員会

2013年9⽉、野村不動産として初めて「従業員満⾜度調
査」を実施。「総合的な満⾜度」に加え、仕事、上司、
職場、会社に対する現状認識や、将来のキャリアなどに
ついて計109問の質問を⾏い、1,495⼈中1,415名
（94.6％）の社員が回答しました。

多様性の尊重と共創⼒の強化

ダイバーシティの推進

ダイバーシティ推進委員会

2013年度の主な活動

「従業員満⾜度調査」の実施

育児⽀援に関する制度改正

野村不動産は、育児を多様な視点・価値感を⾝に付ける機会であるとの考えの下、男性・⼥性に関わらず就業と育児を
両⽴できるよう、⼈事制度を改正しました。

休⽇保育⽀援制度1. 

「育児短時間勤務」「看護休暇」などの適⽤を「⼩学4年⽣の始期に達するまで」に延⻑2. 

男性社員のバース休暇制度3. 

育児・介護の⽀援

契約社員に関する制度改正

野村不動産では、387名が契約社員として働いています（2014年4⽉1⽇現在）。こうした社員のモチベーション向上や
キャリアアップを図るために、制度を改正しました。

2015年度から就業1年以上の契約社員について雇⽤契約を無期化1. 

能⼒に応じた3段階のステージを経て、総合職への転換も可能なキャリアアップ制度を導⼊2. 

ベースアップの実施3. 
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「従業員満⾜度調査」結果説明会、課題別ヒアリング
会、プレママ会、ダイバーシティブログの配信など、社
員とのコミュニケーションを強化することにより、ダイ
バーシティへの理解促進を図りました。

ダイバーシティブログ

・マネジメント⼒強化 ・中⻑期キャリア開発⽀援 ・介護制度の拡充

・定年後の再雇⽤制度の⾒直し ・在宅勤務の運⽤

野村不動産アーバンネットは、2013年6⽉〜9⽉に、さまざまな部署・役職・性
別の社員が集まって⼥性の活躍促進に向けた施策を話し合う「なないろフォー
ラム」を開催し、「仕事と⼦育てを両⽴しやすい職場」「誰もがいきいきと誇
りをもって働ける会社」に向けた施策を、経営に提⾔しました。

「なないろフォーラム」

当社グループは、社員⼀⼈⼀⼈が最適な働き⽅を選択し
能⼒を発揮できる職場づくりを推進するため、育児休業
制度や育児短時間勤務制度、介護休業制度を設け、育
児・介護のため就業を断念することがないような環境づ
くりを⾏っています。

また、これらの制度を利⽤する⽅法をイントラネット上
で周知するとともに、取得しやすい職場環境づくりを促
進しており、2013年度は、99名（うち男性社員1名）が
育児休業制度を利⽤しました。

社員とのコミュニケーション強化

2014年度の継続課題（抜粋）

「なないろフォーラム」の実施

育児・介護の⽀援
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当社グループは、多様な⼈材が互いの価値観を認め、能
⼒を最⼤限発揮することが、企業価値の向上につながる
と考え、障がい者やシニアの⽅々の採⽤を⾏っていま
す。

2013年3⽉末現在、障がい者の雇⽤数は89名、障がい者
雇⽤率は1.68%となっており、今後も採⽤を継続的に⾏
うとともに、障がい者が働きやすい職場環境づくりに取
り組んでいきます。

また、野村不動産パートナーズは、住まいるサポーター
（マンション管理員）などとして、60歳以上の⽅々を
2,060名（2014年3⽉末現在）雇⽤しています。

NREG東芝不動産が「くるみん」認定取得

NREG東芝不動産は、次世代育成⽀援対策推進法に基づく「くるみん」の認定を受けました。同認定は、従業員の⼦育
て⽀援のための⾏動計画を策定・実施し、その結果が⼀定の要件を満たす事業主に対して、厚⽣労働⼤⾂が認定するも
のです。

障がい者・⾼齢者の雇⽤促進

能⼒開発⽀援

⼈材育成に関する基本計画

野村不動産は、グローバル化・少⼦⾼齢化などの社会構造の変化や、複雑化・⾼度化する不動産ビジネスに対応するた
めには、⾼い専⾨性と実⾏⼒を備え、広い視野で⾏動できる⼈材を育成することが重要と考え、「⼈材育成に関する基
本計画」を策定しています。

野村不動産の⼈材育成基本⽅針

・キャリアを⼈材育成の軸に据えた、中⻑期的視点での主体的な⼈材の育成
・時代の変⾰に対応し、イノベーションを⽣む将来の経営を担う⼈材の育成

野村不動産が求める資質・能⼒

・プロフェッショナル：いずれかの業務分野における、プロとしての⾼い業務遂⾏⼒
・意志：⾃らの信念に基づき主体的に⾏動し、成果が結実するまでやりぬく意志、実践⼒
・判断⼒：現場における与件を踏まえ、成果につなげる具体案を練りだす戦略的思考⼒・判断⼒
・感情IQ：⼈の特性・感情への理解⼒と組織の能⼒を最⼤限引き出すコミュニケーション⼒
・変⾰⼒：既存の枠にとらわれない柔軟な視野と新しい価値を⽣み出す⾏動⼒
・多彩⼒：経営分析⼒、社会環境変化への洞察⼒などの多⾓的能⼒
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能⼒開発プログラム（YCDI）の推進

野村不動産と野村不動産アーバンネットは、社員⼀⼈⼀⼈が⾼い専⾨性を具備した「プロフェッショナル」であるべき
との考えの下、能⼒開発プログラム「YCDI （＝You can do it）」プログラムを推進しています。

このプログラムでは、宅地建物取引主任者、不動産鑑定⼠などの不動産に関する専⾨資格の取得のみならず、広く社会
⼈として必要な能⼒を⾝に付けることを⽬的とした語学・財務・法務講座など、各種プログラムを提供しています。

グループ横断型「ダイナモキャンプ」の実施

当社グループは、グループ横断型交流プログラム「ダイナモキャンプ」を実施しています。「ダイナモ」とは、「⾃発
的に変⾰を起こしていく⼈材」を意味し、新規事業などのテーマに基づいて、グループの将来を考え、議論する場と
なっています。
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働きやすい職場づくり

健康管理の充実

過重労働の防⽌

当社グループは、社員の過重労働を防⽌・抑制するためのさまざまな取り組みを⾏っています。

具体的施策として、野村不動産では、バースデー休暇やリフレッシュ休暇の導⼊による有給休暇の取得促進、および
ノー残業デーの実施やパソコンの利⽤時間制限による労働時間の短縮に努めています。

また、「1カ⽉当たりの労働時間が⼀定時間を超過した社員」については、「疲労蓄積⾃⼰診断チェックリスト」の提出
を求め、部室店⻑へのフィードバックを実施するとともに、本⼈には必要に応じ健康確保措置を実施しています。

健康管理の充実

当社グループは、「野村不動産グループ倫理規程」に「健全で働きやすい職場環境の維持、向上を図る」と定めてお
り、労働災害の防⽌、⾝体と⼼の健康管理や働きやすい職場環境の整備に努めています。グループ各社において⼈間
ドックや健康診断を実施するほか、「体と⼼の健康テレホン」や「健康相談室」を設置するなど、メンタルヘルス対策
にも取り組んでいます。

⼈権の尊重

⼈権啓発の取り組み

当社グループは、「野村不動産グループ倫理規程」において、「お客様、取引先、役職員はじめ、あらゆる⼈の尊厳と
基本的⼈権を尊重して⾏動するものとする」ことを規定しています。

具体的な施策として、⼈権問題の相談窓⼝である「野村不動産グループ⼈権啓発デスク」および、社外相談窓⼝として
「セクハラ・パワハラほっとライン」を設置し、適切な対応を⾏っています。

取引先の労働安全衛⽣

建設現場における「⼯事安全防犯対策指針」の策定

野村不動産は、分譲マンション建設現場における重⼤な災害や事故を防⽌するため、「⼯事安全防犯対策指針」を策定
しています。施⼯会社に対して、安全に対する意識啓発や各⼯程での重点項⽬を確認することで、第三者や近隣住⺠に
も影響を及ぼす可能性のある解体⼯事・新築⼯事中の安全確保および防犯対策を図っています。
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・即時報告義務について ・個⼈・企業情報管理について ・防犯対策基準 ・⼯事着⼿前の確認事項

・仮設計画における確認事項 ・解体⼯事における事故防⽌対策 ・重機作業における事故防⽌対策

「⼯事安全防犯対策指針」概要

横浜ビジネスパーク熱供給が「安全⼤会」を開催

横浜ビジネスパーク熱供給は、年に⼀度、管轄消防署を招き、取引先企業とともに「安全⼤会」を開催しています。

この⼤会は、安全管理体制の強化および安全意識の浸透を⽬的として実施するもので、優秀取引先の表彰や当該年度の
「安全衛⽣管理計画」の説明などを⾏っています。
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環境問題やエネルギー不⾜への対応は重要な社会課題であ
り、この課題に対応することなく、企業が事業を継続する
ことはできません。また、住宅やオフィスビルなどの不動
産においても環境に配慮していることが、資産価値を評価
する上での⼀つの指標とされるようになっています。
このような背景を踏まえ、野村不動産グループは、先進環
境技術や情報通信技術の導⼊、⾃然との共⽣によるパッシ
ブデザインや創エネルギーなど、環境に配慮した住宅やビ
ルの開発・運営に注⼒しています。
また、環境価値を持続可能なものとするためには、コミュ
ニティの参画が不可⽋と考え、イベントやタウンミーティ
ングを通じたコミュニティ育成⽀援や、環境教育に継続的
に取り組んでいます。

環境活動推進体制
環境コミュニケーション

省エネ・CO2削減の取り組み
お客さまへの省エネ提案
⽣物多様性への取り組み
環境認証

⽅針・基準
有害物質削減・汚染防⽌の取り組み

環境関連データ

環境に配慮した取り組み
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環境マネジメント

環境活動推進体制

「グループ環境理念」の策定

野村不動産ホールディングスは、「野村不動産グループ環境理念」を策定し、グループ⼀体となって環境問題に取り組
んでいます。

野村不動産グループ環境理念

美しい地球を未来に継承するために、⾃然の⼒と恵みを活かし、
環境との調和ある街と空間を創り育むことが、グループの使命であると考えます。
私たちは、⾼い志を持ち、環境への感度を⾼め、理想の環境クオリティの実現を追求していきます。

環境マネジメントシステムの国際規格「ISO14001」を取得

野村不動産パートナーズの横浜事業所では、環境マネジメントシステムの国際規格である「ISO14001」を取得していま
す。環境モデル事業所として、廃棄物の減量化および資源リサイクル、省エネルギー対策、環境啓発活動の推進を⾏っ
ています。

エネルギーマネジメントシステムの国際規格「ISO50001」を取得

野村不動産が分譲する「プラウド船橋（⼀街区、⼆街区）」において、提携先の（株）ファミリーネット・ジャパンが
エネルギーマネジメントシステムの国際規格である「ISO50001」を取得しました。マンションとして初めての認証取得
となります。
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野村不動産は、2013年6⽉、「横浜ビジネスパーク」において「第6回ホタルが
すむ街づくり展2013」を開催しました。環境問題や⾃然の⼤切さを考えるきっ
かけづくりとして開催されるもので、ホタルを鑑賞できる特設ブースの設置
や、地域の⼦どもたちのための「ビオトープ観察会」などが⾏われ、毎年多く
の地域住⺠の⽅が来場されます。

また、こうした取り組みが評価され、野村不動産は、かながわ地球環境保全推
進会議・神奈川県が授与する「かながわ地球環境賞」を受賞しました。 ホタルを鑑賞できる特設ブース

「プラウド船橋」では、主に共⽤部空調設備と共⽤部照明のエネルギーマネジメントを⾏います。各設備の消費電⼒を
計測・⾒える化し、分析結果を基にパフォーマンスの改善を図ります。このプロセスを繰り返すことで、マンションを
常に無理、無駄、ムラのない最適なエネルギー利⽤環境に保ちます。

環境コミュニケーション

「ENEX2013」に出展

野村不動産は、財団法⼈省エネルギーセンターが主催する「ENEX2013」に出展し、エネルギー・サービス・システム
「エネコック」（（株）ファミリーネット・ジャパンとの共同開発）などを紹介しました。この展⽰会は、エネルギー
政策を担う「国」と、スマート社会構築に必要な仕組みや商品を⽣み出す「企業」が⼀体となり、エネルギーの効率的
な利⽤について提案・紹介をするものです。

「ホタルがすむ街づくり展2013」の開催
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「⽇本橋室町野村ビル」では、敷地内の緑地化や屋上緑化、⽔の再利⽤など、環境への取
り組みを積極的に推進しています。その⼀環として、⾃然エネルギーからつくられたグ
リーン電⼒の購⼊を実施しており、年間100万kWhを購⼊しています。

「⽇本橋室町野村ビル」

環境配慮型住宅・ビルの提供

省エネ・CO2削減の取り組み

プラウドスマートデザイン「〜 SMART & GROWING 〜」

野村不動産は、プラウドスマートデザイン「〜SMART & GROWING〜」を策定しています。「SMART」（先進技術の
導⼊や⾃然との共⽣などによる環境負荷低減に関するビジョン）と、「GROWING」（住まいの快適性と安全性、持続
可能性に関するビジョン）の2つのコンセプトの下、プラウドの開発を進めています。

プラウドスマートデザイン「〜 SMART & GROWING 〜」

プラウド環境評価シート

野村不動産は、環境への取り組みを「⾒える化」するために、社内基準として「プラウド環境評価シート」を策定して
います。プラウドスマートデザイン「〜 SMART & GROWING 〜」にのっとった設計上のポイントを定め、環境性能向
上に向けての評価軸としています。

「⽇本橋室町野村ビル」においてグリーン電⼒を購⼊

省資源・廃棄物削減の取り組み

野村不動産パートナーズは、事業活動に伴う資源の有効活⽤と廃棄物の削減に向けて、3R（Reduce・Reuse・
Recycle）に取り組んでいます。循環型社会の実現に向けて、産業廃棄物のリサイクルおよび⼀般廃棄物の減量化を推進
しています。
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野村不動産パートナーズは、エネルギーマネジメントに関するサポート事業を
展開しています。環境関連法令に対応する報告書作成のためのエネルギーデー
タ集計システムの提供、エネルギー使⽤量監視システム「ecomo」によるエネ
ルギー使⽤量の「⾒える化」、リニューアル⼯事の施⼯などにより、省エネル
ギーに貢献しています。

エネルギー使⽤量を「⾒える化」する
「ecomo」

「横浜ビジネスパーク（YBP）」は、⽣物多様性保全に配慮したオフィスビル
として、⼀般社団法⼈いきもの共⽣事業推進協議会（ABINC）による「いきも
の共⽣事業所認証 [都市・SC版] ※」を取得しました。YBPでは、「ホタルがす
む街づくり展」「稲作り体験」「ビオトープ観察会」が定期的に開催されてお
り、⽣物多様性や環境問題についてテナント企業や地域コミュニティと共に考
え、学ぶ場となっています。

ホタルがすむ街づくり展2013

お客さまへの省エネ提案

テナントへの省エネ・エコ提案

当社グループは、保有・管理するビルのテナントや分譲したマンション・⼾建の居住者に対し、省エネ・エコ提案を実
施しています。

野村不動産パートナーズは、電⼒規制対策本部を設置し、管理ビルに対して電⼒削減の施策を提案するとともに、ASP※

によるエネルギーデータの集計システムの提供と運⽤⽀援、電気量削減に向けた啓発活動を実施しています。また、マ
ンション管理組合に対して省エネ・節電提案を実施するほか、暮らしの情報を発信する情報誌『住まいるON LINE』を
通じて、エコの取り組み事例などを紹介しています。

※ASP

Application Service Provider：インターネットを通じて顧客にビジネス⽤アプリケーションをレンタルする事業者。

省エネコンサルティング

⽣物多様性への取り組み

横浜ビジネスパークが「いきもの共⽣事業所認証［都市・SC版］」を取得

※「いきもの共⽣事業所認証（ABINC認証）[都市・SC版]」
⼀般社団法⼈ 企業と⽣物多様性イニシアティブ（JBIB）が策定する｢いきもの共⽣事業所推進ガイドライン｣に基づき、ABINCが⽣物多様性に配慮し
たオフィスビルや商業施設などを認証する。⾃然と⼈との共⽣を企業活動において促進することを⽬的してつくられました。
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「ふなばし森のシティ」では、グリーンカーテンを各住⼾のバルコニーで育成し、室内の
温熱環境を改善することでCO2削減に取り組む「グリーンカーテン・プログラム」を実施
しています。

実施内容

・バルコニーに設置⾦具を標準装備
・苗・⼟の無料配布
・グリーンカーテン教室の開催
・「グリーンカーテン育成ガイドブック」の配布

グリーンカーテン育成ガイド
ブック

当社グループは、CASBEE※（建築物総合環境性能評価
システム）の取得促進に取り組んでいます。「PMO」お
よびNREG東芝不動産が開発するオフィスビルにおいて
CASBEE Aランク以上の認証を取得していく⽅針です。

※CASBEE

建築物の環境性能を総合的に評価するシステム。⼀般財団法⼈建築環
境・省エネルギー機構（IBEC）による認証制度と⾃治体独⾃の評価制
度があります。

CASBEE取得物件（オフィスビル）

建物名 ランク 制度

ラゾーナ川崎東芝ビル S CASBEE川崎

PMO⼋重洲 A CASBEE

PMO神⽥司町 A CASBEE

PMO⽥町 A CASBEE

グリーンカーテンプログラムの実施

事業における緑化計画の推進

当社グループは、分譲マンションやオフィスビルにおいて、植栽および既存樹による緑化計画や植栽の維持管理を積極
的に実施しています。

野村不動産は、プラウドスマートデザイン「〜SMART & GROWING〜」に基づき、低⽊と⾼⽊を有効に⽤いた緑視率の
向上、⾼⽊によるクールスポットの設置、周辺緑地との連続性への配慮などのパッシブデザインに取り組んでいます。

環境認証

CASBEEの取得
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「ラゾーナ川崎東芝ビル」（ 神奈川県川崎市）が、
「Green Building認証」※1のプラン認証※2における最⾼
ランクの評価である「プラチナ」を付与されました。環
境負荷の低減に配慮した空調・照明システムや、働く⼈
の⽴体的なコミュニケーションを誘発する設計、BCP対
応などが評価されたものです。

また、野村不動産オフィスファンド投資法⼈が運⽤する3

物件については、テナントとのコミュニケーションに基
づき、環境・省エネ・BCP対策やエネルギー利⽤の効率
化を図っている点が評価され、右記の通り認証を受けま
した。

Green Building認証取得物件

建物名 制度

ラゾーナ川崎東芝ビル プラチナ

オムロン京都センタービル※ ゴールド

野村不動産天王洲ビル※ シルバー

天王洲パークサイドビル※ ブロンズ

※野村不動産オフィスファンド投資法⼈が保有

「Green Building認証」の取得

※1 「 Green Building認証」
ビルの環境性能や防災・防犯、および多様なステークホルダーからの社会的要請に配慮した不動産の 普及促進を⽬的として、（株）⽇本政策投資銀⾏
が選定・認証するものです。

※2 「 プラン認証」
竣⼯前の物件について、その開発計画をもとに、環境性能やテナント利便性などを、「DBJ Green Building認証」のモデルを使ってスコアリングし、
その開発計画である「プラン」について認証する仕組み。
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・環境配慮意識の向上について ・温室効果ガス排出量の削減

・廃棄物排出量削減とリサイクル率の向上 ・化学物質の適正管理と使⽤量削減

・⾃然環境・周辺環境への負荷低減 ・環境負荷の少ない製品・技術・⼯法の採⽤推進

建設・解体時の環境配慮

⽅針・基準

「プラウド環境配慮指針」の策定

野村不動産は、建設現場における環境負荷の低減を⽬的として、施⼯会社に対し、「プラウド環境配慮指針」を策定し
ています。この指針には、緑化や再⽣資材利⽤などの設計上の配慮や、3R活動（Reduce・Reuse・Recycle）の推進な
どが定められています。

「プラウド環境配慮指針」の概要

有害物質削減・汚染防⽌の取り組み

アスベストの適性措置と継続監視

当社グループは、解体⼯事に伴って発⽣する有害化学物質のアスベスト（⽯綿）について、囲い込みなどの適正措置、
もしくは第三者機関による濃度測定や吹き付け状況調査を定期的に実施し、問題のないことを継続的に監視していま
す。

⼟壌汚染に対する取り組み

当社グループは、⽤地取得に当たり、対象地の過去の⼟地利⽤履歴を調査し、⼟壌汚染の疑いのある場合は、専⾨家に
よる調査を実施します。⼟壌汚染が発⾒された場合は、⼟壌汚染対策法など関係法令に基づき、汚染物質の撤去、封じ
込めなど適切な処置を⾏っています。
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建材の化学物質低減の取り組み

当社グループは、化学物質の適正管理と使⽤量の削減に取り組んでいます。

野村不動産は、「集合住宅設計基準（品質基準）」にホルムアルデヒド拡散等級 F☆☆☆☆（フォースター）※の建材
を⽤いることを定めるとともに、建物竣⼯時には、「住宅の品質確保の促進等に関する法律」において特定測定物質に
指定されている5物質（ホルムアルデヒド・トルエン・キシレン・エチルベンゼン・スチレン）についての測定を⾏って
います。

また、施⼯時には、「化学物質（VOC・PCBなど）の適正管理と使⽤量の削減」についての指針（「プラウド環境配慮
指針」内）を施⼯業者と共有し、「品質管理チェックシート」の提出を義務付けることで、確実にこれを実⾏していま
す。

※F☆☆☆☆（フォースター）：ホルムアルデヒド放散等級の最上位規格

フロン削減の取り組み

野村不動産は、オゾン層の破壊を招くフロンについて、ノンフロン型の断熱材やノンフロン冷媒のエアコンを使⽤する
ことを「集合住宅マニュアル」に定めています。また、施⼯時には、施⼯業者に「品質管理チェックシート」の提出を
義務付け、ノンフロン材を使⽤していることを確認しています。
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環境関連データ

環境関連データ

野村不動産グループが所有するビルのうち、東京都環境確保条例対象ビルおよび「当社グループの持分面積が50,000m2

以上のビル（オフィスを主たる用途とするもの）」の、2013年度における「原油換算エネルギー使用量」「CO2排出
量」「上下水道使用量」「廃棄物排出量」は、下記のとおりです。

※CO2排出量は、東京都環境確保条例で指定する排出係数により算出しています。
※対象ビル：新宿野村ビル・東芝浜松町ビル・東芝ビルディング・日本橋室町野村ビル・深川ギャザリアタワーN棟・府中東芝ビル・横浜ビジネス
パーク。ただし、「日本橋室町野村ビル」については2010年9月末竣工のため、2010年10月1日以降加算しています。
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野村不動産グループは、法令・ルールの順守はもちろんの
こと、社員⼀⼈⼀⼈が⾼い倫理観を持って⾏動すること
が、社会的責任に応えることと考えています。コンプライ
アンスを経営の重要課題の⼀つとして位置付け、「野村不
動産グループ倫理規程」を指針として掲げ、グループ全役
職員が順守すべき基本的な規範を定めています。

⽅針・体制
コンプライアンス推進の取り組み

コンプライアンスの徹底
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法令順守の徹底

⽅針・体制

野村不動産グループ倫理規程

当社グループでは、「野村不動産グループ倫理規程（以下、「倫理規程」）」を制定し、グループ役職員が順守すべき
基本的な規範を定めています。

コンプライアンス推進体制

野村不動産ホールディングスに「リスクマネジメント委員会」および「グループコンプライアンス部」を設置し、コン
プライアンス体制の構築と整備を⾏っています。また、グループ各社において「コンプライアンス統括責任者」および
「コンプライアンスリーダー」を選任し、グループ会社への浸透に努めています。

リスクホットライン

当社グループでは、社員の内部通報窓⼝として「野村不動産グループ・リスクホットライン」を設置しています。社内
役員と外部弁護⼠の2つの窓⼝を⽤意しており、コンプライアンス上の問題があるにもかかわらず職場での解決が図られ
ない場合などに、社員は、任意のこれら２つの窓⼝に通報することができます。

コンプライアンス推進の取り組み

コンプライアンスプログラム

当社グループは、「コンプライアンスプログラム」を策定し、年間を通して研修を⾏っています。「コンプライアンス
アワー」は、インターネットを通じてグループ各社の役職員に毎⽉配信されるプログラムで、コンプライアンスに対す
る意識向上につながっています。
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反社会的勢⼒との関係遮断

当社グループは、「倫理規程」において、「反社会的勢⼒⼜は団体との⼀切の取引を⾏わない」ことを定め、反社会的
勢⼒との関係を全て遮断することを基本⽅針としています。

この基本⽅針にのっとり、具体的な対応に関してはマニュアルを整備するとともに、社内体制として、組織的な対応を
推進するための統括部署および不当要求防⽌責任者を設置しています。また、弁護⼠や警察など外部の専⾨機関と適宜
相談・連携しながら、反社会的勢⼒による経営活動への関与の防⽌や当該勢⼒による被害を防⽌するための対応に取り
組んでいます。

ソーシャルメディアに関する指針

当社グループは、「ソーシャルメディア（SNS）の利⽤に関する指針」を策定しました。

本指針は、グループの役職員⼀⼈⼀⼈がSNSを利⽤する際の基本的な考え⽅を定めたもので、業務・業務外に関わら
ず、SNSを利⽤する場合は「常に社会⼈としての⾃覚を持ち、⾼い倫理観に基づき、社会の良識に従って⾏動しなけれ
ばならない」ことを定めています。

また、SNSを⽤いた情報発信時における注意事項やリスクなどについての啓発活動も、コンプライアンス教育プログラ
ムなどで定期的に実施しています。
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野村不動産グループは、地域社会と密接に関わる事業を展
開しており、その地域で暮らし、働くさまざまな⼈々に
よって⽀えられています。そうした⼈々と信頼関係を築
き、より良いコミュニティづくりに貢献することは、事業
を展開していく上で最も⼤切なことの⼀つであると認識し
ています。
こうした認識の下、地域の皆さまの交流の場や、⼦どもた
ちへの教育・⽂化⽀援の場をつくるなど、事業特性を活か
してさまざまな取り組みを⾏っています。
また、東⽇本⼤震災の被災地に対しても、地域住⺠や
NPOの皆さまと協働しながら、復興⽀援に継続して取り
組んでいます。

被災地への寄付・寄贈
復興⽀援イベント

事業を通じた社会貢献
⻘少年育成への取り組み

社会貢献活動
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野村不動産グループでは、2012年より公益社団法⼈チャンス・フォー・チルド
レンの協⼒の下、社員から募った古本の売却費⽤を、東北の⼦どもたちの学校
外教育費のために寄付しています。

東⽇本⼤震災以降、被災地では、経済格差により教育機会や学⼒の格差が⽣ま
れる傾向が強くなっており、この活動は、⼦どもたちがより平等な教育と成⻑
の機会を得られるようになることを⽬的としています。2014年6⽉現在、2,543

冊の本が集まり、塾や習い事の費⽤として活⽤されています。 ⽀援先の⼦どもたち
Photo by Natsuki Yasuda / studio

AFTERMODE

野村不動産グループは、｢PROUD BOX感謝祭｣で展⽰した「ちょっとテーブ
ル」や「お気に⼊りの椅⼦」を岩⼿県の仮設住宅に寄贈しました。これらは、
野村不動産と⽇本⼥⼦⼤学 篠原聡⼦教授が開発した『マンションコミュニティ
のためのデザイン⼿法100』に基づいてつくられたもので、仮設住宅でのコ
ミュニティ形成に役⽴っています。

仮設住宅に『マンションコミュニティのため
のデザイン⼿法100』を寄贈

東⽇本⼤震災復興⽀援

被災地への寄付・寄贈

福島の親⼦のための保養キャンプに「かやぶきの⾥プロジェクト」のお⽶を寄贈

野村不動産グループは、「 かやぶきの⾥プロジェクト」で収穫したお⽶の⼀部を、福島の親⼦のための保養キャンプ
に寄贈しました。福島県では、現在も放射性物質の影響により、⼦どもたちが屋外で遊ぶことを⼀部制限されるなどの
状況が続いています。このキャンプは、ボランティア団体「⺟ちゃんず」が、福島県在住の親⼦を神奈川県に招いて⾏
うもので、⾃然の中で遊び、安全な⾷事をしてもらうことによって、⼼⾝の健康を回復してもらうことを⽬的として⾏
われています。

詳細は 特集3をご覧ください。

古本の寄付を通じて東北の⼦どもたちの教育を⽀援

岩⼿県の仮設住宅に、テーブルと椅⼦を寄贈
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野村不動産パートナーズは、2013年8⽉、「国分寺市⽴いずみホール」（東京
都国分寺市）において、東⽇本⼤震災復興⽀援を⽬的としたコンサート『国分
寺Midsummer Jazz Day 〜 Sing Swing Sing 〜 』を開催しました。市⺠にもス
タッフとしてご協⼒いただき、義援⾦付⼊場券の販売や募⾦活動を通じて、総
額176,631円の義援⾦を寄付しました。

ジャズコンサートを開催

復興⽀援イベント

「東⽇本⼤震災復興⽀援コンサート」を開催

東⽇本⼤震災の遺児・孤児へのスポーツ⽀援

メガロスは、東⽇本⼤震災の遺児・孤児への⽀援として、同社が運営する全てのキッズスクールの無料開放を⾏ってい
ます。この取り組みには、⼀般社団法⼈⽇本フィットネス産業協会加盟の1,400クラブのうち557のクラブが参加してい
ます。

物産展および募⾦活動の実施

「新宿野村ビル」では、東北地⽅の「観光物産展」を定期的に開催しています。

また、NREG東芝不動産では、テナント（東芝（株））・商店会と共同で開催する「東芝ビル夏まつり」において、東
⽇本⼤震災復興⽀援として、募⾦活動を実施しました。約3,500⼈の皆さまにご来場いただき、募⾦は認定NPO法⼈を通
じて全額寄付しました。また、抽選の景品として、被災地の特産品を採⽤しました。
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野村不動産が、2012年5⽉より、茨城県筑波⼭麓において開始した「かやぶき
の⾥プロジェクト」が、「2013年度グッドデザイン賞」三部⾨（（1）住宅・
住宅設備 （2）個⼈によるNPO活動、コミュニティ活動、社会貢献活動 （3）
社会貢献活動、国際貢献活動）を受賞し、ベスト100に選出されました

当プロジェクトは、筑波⼭麓グリーン・ツーリズム推進協議会、地元NPO法
⼈、つくば市、筑波⼤学との産官⺠学共同プロジェクトで、⾥⼭体験などを通
して、過疎化や少⼦⾼齢化が進む農村と都市⽣活者をつなぎ、環境保全や豊か
な⾥⼭⽂化の継承、都市部の⼦どもたちの環境教育などを⽬的として⾏ってい
ます。

かやぶきの⾥

ジオ・アカマツが運営を⾏う商業施設「モリシア津⽥沼」（千葉県習志野市）
では、地域住⺠が気軽に集まれる場となることを⽬指し、参加・体験型のイベ
ント「ツダトモプロジェクト」を企画開催しています。不要となったおもちゃ
を交換し合う「かえっこバザール」はリサイクルの場として地域に定着してお
り、⼦どもたちがリサイクルを学ぶきっかけになっています。

「かえっこバザール」でおもちゃをリサイク
ル

地域社会への貢献

事業を通じた社会貢献

「かやぶきの⾥」プロジェクト

YBPにおける地域清掃活動

YBP（横浜ビジネスパーク）では、周辺地域の美化と地域コミュニティとのコミュニケーション強化を⽬的として、野
村不動産・野村不動産パートナーズ・野村アメニティサービスの社員有志が⽉に⼀度、物件周辺エリアの清掃活動を
⾏っています。

⼼肺蘇⽣普及活動

メガロスでは、「倶楽部100®」の登録会員に向けて、⼼肺蘇⽣法とAED操作法の講習会を2012年より定期的に⾏ってい
ます。「倶楽部100®」は、「100歳まで元気に健康で！」をコンセプトとするメガロスの会員組織です。2013年度は
809名の会員が受講し、緊急時の⼈命救助について学びました。

モリシア津⽥沼にて「ツダトモプロジェクト」を推進中

「⽇本橋室町野村ビル」における取り組み

野村不動産では、地域の皆さまに「江⼾・歌舞伎・落語」などを楽しんでいただく「江⼾遊学」講座を開催し、「⽇本
橋室町野村ビル」（東京都中央区）を地域コミュニティの拠点として活⽤しています。また、地元商店街や近隣企業と
ともに、毎年7⽉に「名橋『⽇本橋』を洗う会」に参加し、地域の⼀員として、⽇本橋エリアの活性化に貢献していま
す。
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野村不動産では、⼤学⽣・⼤学院⽣を対象に毎年インターンを受け⼊れてお
り、2013年8⽉〜9⽉にかけて⾏われたプログラムには、延べ68名の学⽣が参
加しました。

プログラムの中では、建築を学ぶ学⽣のグループに「価値を社会へシェアする
住まい」の課題で、実際に事業化予定のマンション計画についてプレゼンを実
施してもらい、実務を体験する機会を提供しました。

インターンシッププログラム

野村不動産パートナーズは、NPO法⼈ ⼦ども劇場東京都協議会の協⼒を得
て、「国分寺あそびあーと」を設⽴し、管理運営を⾏う「国分寺市⽴いずみ
ホール」において、定期的にアート体験などのイベントを⾏っています。

このイベントは、地域コミュニティ活性化⽀援の⼀環として⾏われ、地域の⼦
どもや親⼦を対象に、アート体験を通じた交流や豊かな感性を育むことを⽬的
としています。

「ロバロバフェスティバル」

⻘少年育成への取り組み

⼩学校児童向け着⾐⽔泳教室の開催

メガロスは、2010年より東京都⼋王⼦市内の⼩学校児童を対象に、⽔難事故防⽌を⽬的とした「着⾐⽔泳教室」を開催
しています。2013年度は、約1,100⼈の児童が参加しました。

インターンシッププログラムの実施

⾹港の⼤学⽣が「PMO⽇本橋」「YUITO」を訪問

2013年7⽉、⾹港⼤学の教授と学⽣18名が「PMO⽇本橋」および「YUITO（⽇本橋室町野村ビル）」を訪問し、物件の
環境配慮やBCPなどについて野村不動産と意⾒交換を⾏いました。当イベントは、世界各国4万⼈の会員を持つ⾮営利研
究教育機関「ULI（アーバンランド研究所）」が主催する学⽣向けアジア都市ツアーの⼀環として開催されました。

「国分寺市⽴いずみホール」における次世代育成活動

「薬物乱⽤防⽌キャンペーンin横濱」への協賛

野村不動産は、2011年より、「薬物乱⽤防⽌キャンペーンin横濱」に協賛しています。当キャンペーンは、社団法⼈横
浜市薬剤師会と横浜薬科⼤学が中⼼となり、若い世代への啓発を⽬的として開催されたものです。
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野村不動産グループは、健全で透明性の⾼い経営を実践し
ていくことが事業活動の基盤であると考え、コーポレート
ガバナンスおよびリスクマネジメントをCSR推進基盤とし
て位置づけています。
株主をはじめとするステークホルダーの利益を考慮しつ
つ、⻑期的・継続的に企業グループ価値を最⼤化するよう
に統治されなければならないという考えのもと、グループ
全体の収益⼒の向上を⽬指して、持株会社として傘下⼦会
社の事業活動を管理・監督するとともに、透明性の⾼い経
営体制の構築を進めています。
また、事業の継続および安定的発展を確保するため、グ
ループのリスク管理体制を整備し、リスクを適切にコント
ロールできるよう努めています。

基本的な考え⽅と体制
緊急時対応・BCP

CSR推進基盤
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当社グループは、リスクに対して的確に対応し、経営の
健全性を確保することが企業の基盤であると考え、リス
ク管理の基本事項として「リスク管理規程」を定めてい
ます。リスクマネジメントの前提としてリスクの把握が
重要であり、定期的なモニタリングのみならず、予期せ
ぬ発⽣事実の速やかな経営陣への状況報告など適時適切
な情報伝達ルールを確⽴しています。

リスクマネジメント

基本的な考え⽅と体制

「リスク管理規程」の制定

「リスクマネジメント委員会」の設置

「リスク管理規程」の定めに基づき、グループ各社の総務部⾨担当役員などから構成する「リスクマネジメント委員
会」を野村不動産ホールディングスに設置し、リスクマネジメントを推進しています。同委員会は、原則⽉1回開催し、
グループ全体のリスク管理、コンプライアンス、情報セキュリティに関する事項について審議するとともに、リスク発
⽣時の対応策について協議し、その審議内容を定期的に取締役会に報告しています。

また、同委員会はグループ各社に対して必要な指導・助⾔・⽀援を⾏っており、その⼀例として、法令順守状況の定期
的点検を⾏っています。宅地建物取引業法、⾦融商品取引法などの横断的に各社に関わる法令について、順守状況など
を点検し是正すべき問題点を指摘することで、法令順守を推進しています。

さらに、グループ各社においても独⾃にリスクマネジメントに関する会議体を設置するなど、業務内容に応じた適切な
リスクの管理に努めています。

緊急時対応・BCP

BCPの策定

当社グループは、⾸都直下地震を想定した事業継続計画（BCP）を策定し、緊急時の指揮命令系統、事業継続のための
任務分担などを定め、災害の影響を最⼩限にすべく体制を整備しています。

野村不動産パートナーズでは、広域災害緊急要員として管理職が交代で365⽇、本社近くのホテルに宿泊するなどし、夜
間・休⽇でも緊急時対応に当たれるよう本部要員を確保しています。
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安否確認訓練の実施

当社グループは、災害発⽣時の役職員の被災状況と安全を迅速に把握するため、毎年1⽉17⽇に、グループ全役職員を対
象に、インターネット・携帯電話などを通じた安否確認訓練と緊急時情報伝達訓練を実施しています。2014年1⽉の参加
率は100％となっています。

野村不動産グループBCP共同訓練会の実施

「横浜ビジネスパーク（YBP）」において、グループ各社（野村不動産・野村不動産パートナーズ・メガロス・横浜ビ
ジネスパーク熱供給）合同の⼤規模災害発⽣を想定した事業継続計画（BCP）対応訓練を実施しました。訓練では、緊
急時の指揮命令系統と任務分担の確認、地震対策本部の設置、⾃衛消防隊の結成、帰宅困難者対策などの対応⼿順を確
認しました。
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編集⽅針

本報告書は、グループのCSRに対する考え⽅や取り組みについて、ステークホルダーの皆さまに、誠実にわかりやすく
報告することを⽬的として制作しています。

作成に当たっては、GRI（Global Reporting Initiative）「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第3.1 版」
とISO26000「社会的責任に関する⼿引き」を参考にしています。

報告対象期間

2013年度（2013年4⽉1⽇〜2014年3⽉31⽇）

※⼀部内容に2013年度以前、または以降の活動と⾒通しについても掲載しています。

報告対象範囲

野村不動産ホールディングスおよび野村不動産グループ企業（12社）

グループ企業：
野村不動産、野村不動産投資顧問、野村不動産アーバンネット、野村不動産パートナーズ、NREG東芝不動産、横浜ビジネスパーク熱供給、ジオ・ア
カマツ、野村不動産リフォーム、野村アメニティサービス、NREG東芝不動産ファシリティーズ、プライムクロス、メガロス

更新時期

2014年8⽉

次回更新予定

2015年8⽉

報告書内の記述について

本報告書において、「野村不動産ホールディングス」は野村不動産ホールディングス株式会社を、「当社グループ」
は野村不動産ホールディングス株式会社および野村不動産グループ各社（12 社）を⽰しています。
本⽂に掲載している⼈名や会社名などは、原則として敬称を略しています。
本報告書に掲載した内容は、過去と現在の事実だけではなく、発⾏時点における計画や将来の⾒通しを含んでいま
す。これらは記述した時点で把握している情報に基づく仮定や判断を含むものであり、将来の活動内容や結果が掲載
内容と異なる可能性があることをご了承ください。
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上智⼤学 経済学部教授
上妻 義直 ⽒

上智⼤学⼤学院経済学研究科博⼠後期課程単位取得後、名古屋⼯業⼤学助⼿、オランダ政府
給費によるリンパーク研究所研究員、静岡県⽴⼤学助教授、上智⼤学経済学部助教授を経て
現在に⾄る。環境省、経済産業省、国⼟交通省、農林⽔産省、内閣府等のCSR・環境関係の
検討会等で座⻑・委員等を歴任。⽇本会計研究学会評議員、⽇本社会関連会計学会副会⻑。
主要な近刊に『CO2を⾒える化するカーボンラベル』(中央経済社)がある。

第三者意⾒

進化するCSRマネジメント

野村不動産グループのCSRマネジメントは4つの重点テーマを定めて推進されていますが、それらの⼀部は成⻑シナリオ
に組み込まれる形で事業戦略との⼀体性を強めており、持続可能な社会に適合するビジネスモデルの確⽴へ向けて、現
在も進化を続けているように思います。とくに⽬をひくのはダイバーシティ推進です。2022年3⽉期を最終年度とする中
⻑期経営計画では、持続的な変⾰による新たな価値創造が志向されており、その変⾰に不可⽋な要因として、ダイバー
シティ推進が経営⽬標化されているのです。これが単なる労務施策ではなく基幹的な事業戦略であることは、ダイバー
シティ推進委員会の委員⻑に社⻑⾃らが就任された事実からもわかります。今後は、具体的な推進施策や数値⽬標等の
策定が進められて、それらが早期に開⽰されることを期待します。

環境配慮型ビジネスの展開

バリューチェーンでの環境配慮も戦略的な対応が強化された重点テーマのひとつです。オフィスビルについて環境認証
の取得が進められているだけでなく、環境配慮設計や環境調達等でも多⾯的な取り組みが⾏われており、環境配慮型ビ
ジネスには評価すべき進捗がいくつも⾒られます。たとえば、プラウドスマートデザイン、プラウド環境評価シートは
不動産事業を通じた削減貢献のインフラ作りに有⽤ですし、テナントへの省エネ・エコ提案やグリーンカーテンプログ
ラムは顧客との協働による環境配慮⾏動として効果的な取り組みになっています。また、プラウド環境配慮指針は環境
調達の有効なツールとしてサプライチェーンのグリーン化に貢献すると考えられます。さらに、2013年から2014年にか
けて、⼤規模マンションにおける省エネ実証プロジェクトが実施されていますが、この成果は今後の環境配慮設計等に
有⽤なデータソースとなることが期待されます。

⼈事・労務情報のバウンダリー設定

⽇本企業では単体ベースであることが多い⼈事・労務情報のバウンダリー設定ですが、野村不動産グループではすでに
グループ規模での報告体制が整備されており、⼤きな評価ポイントになっています。しかし、⼈事・労務⾯にはいくつ
かの課題も残されています。取り組み情報の適切性を判断する上で必要な定量的データには拡充の余地がありますし、
とりわけ性別従業員数はダイバーシティ施策の評価に不可⽋な基礎情報です。また、障がい者雇⽤率は経年的に法定雇
⽤率が未達なので、さらなる取り組み強化が望まれます。

その他の課題

環境⾯では全社的な環境マネジメント体制の確⽴と報告バウンダリーの拡張が課題です。環境マネジメント体制はグ
ループ内での整備状況に違いがあり、全社的な⼀元化は重要な課題になっています。また、環境情報の報告バウンダ
リーは⽐較的規模の⼤きい経営資源に限定されており、グループの実態を捕捉できるレベルへの拡張が必要です。いず
れも今後の改善が望まれる事項です。
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第三者意⾒を受けて

当サイトの発⾏に当たり、上妻先⽣には貴重なご意⾒をいただきまして、誠にありがとうございます。

当社グループでは、中⻑期経営計画を策定し、継続的な企業価値の向上を⽬指しております。今年度よ
り、「統合レポート2014」を発刊し、より具体的に中⻑期に亘る社会課題の認識と、事業の中で提供して
いく社会価値について開⽰させていただきました。

これに伴い、CSR委員会も体制を⼀新し、事業の礎となるべくCSR経営を⼀層強化してまいります。今回
の貴重なご意⾒を受け、特に、ご指摘いただきました「⼈事・労務⾯の定量的データの開⽰」と、「環境
マネジメント体制の⼀元化」「環境情報の拡張」につきまして、今期重点的に推進してまいる所存です。

今後もステークホルダーの皆さまの期待と信頼にお応えできるよう、ＣＳＲ経営の推進とさらなる企業価
値向上に努めてまいります。引き続きご指導たまわりますよう、お願い申し上げます。

野村不動産ホールディングス株式会社
執⾏役員 CSR委員会委員⻑

吉⽥ 祐康
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